
『
新
年
度
、
ス
タ
ー
ト
し
て
一
ヶ
月
！
』

　

新
小
学
、
中
学
、
高
校
、
大
学
、
社
会
人
の
一
年
生
は
、

そ
れ
ぞ
れ
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
ど
の
段
階
で
も
ス
タ
ー

ト
は
と
て
も
大
切
で
す
。
勉
強
だ
け
で
な
く
、
部
活
と
の
両

立
、
人
と
の
関
係
な
ど
自
分
の
思
い
通
り
に
い
か
な
い
事
の

方
が
多
い
の
が
現
実
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ス
を
掴
む
に
は
ま
だ
時
間
が
か
る
と
思

い
ま
す
。
我
慢
を
す
る
こ
と
、協
調
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、

目
標
を
持
っ
て
努
力
す
る
こ
と
、
そ
し
て
続
け
る
こ
と
が
と

て
も
大
切
で
す
。

　

少
し
大
袈
裟
に
言
う
と
人
生
の
前
半
、
二
十
歳
前
後
ま
で

の
努
力
や
行
動
が
、
そ
の
後
の
自
分
の
人
生
に
大
き
く
影
響

し
ま
す
。
楽
し
い
こ
と
や
、
楽
な
こ
と
ば
か
り
や
っ
て
い
て

損
を
す
る
の
は
、
結
局
は
自
分
自
身
で
す
。

　

Ｇ
Ｗ
が
終
っ
た
ら
本
気
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。
六
月
に
は
最
初
の
定
期
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の

努
力
の
成
果
が
テ
ス
ト
の
結
果
で
す
。
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『
４
０
％
が
学
力
開
い
た
！
』

新
指
導
要
領
で
小
学
校
教
員

　

小
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
で
学
習
内
容
が
大
幅
に
増
え

た
こ
と
で
教
員
の
40
％
が
「
児
童
の
学
力
格
差
が
大
き
く
な

っ
た
」
と
感
じ
、「
授
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
子
が
増
え
た
」

と
考
え
る
教
員
も
４
人
に
１
人
に
上
る
こ
と
が
15
日
、
ベ
ネ

ッ
セ
教
育
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
の
調
査
で
分
か
っ
た
。
セ
ン

タ
ー
は
「
難
し
い
学
習
項
目
も
低
学
年
に
移
り
、
早
い
段
階

で
つ
ま
ず
く
子
が
増
え
て
い
る
。学
力
格
差
が
さ
ら
に
開
き
、

学
習
意
欲
が
下
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。

調
査
は
昨
年
６
〜
７
月
、
公
立
小
教
員
に
実
施
し
、
８
６
８

人
が
回
答
。
児
童
の
変
化
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
学
力
格
差
に

つ
い
て
40
％
が
「
大
き
く
な
っ
た
」
と
答
え
、「
変
わ
ら
な
い
」

は
54
％
、「
小
さ
く
な
っ
た
」
は
2
％
だ
っ
た
。
授
業
に
つ

い
て
い
け
な
い
児
童
は
「
増
え
た
」
が
26
％
、「
変
わ
ら
な
い
」

64
％
、「
減
っ
た
」
6
％
。
新
指
導
要
領
は
昨
年
４
月
か
ら

完
全
実
施
。「
ゆ
と
り
路
線
」
よ
り
6
年
間
の
総
授
業
時
間

既
に
、
二
、三
年
生
に
は
英
語
を
一
年
生
か
ら
の
復
習
を

宿
題
と
し
、
徹
底
し
て
や
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
帰
り

に
残
さ
れ
た
り
、
次
の
日
に
呼
ば
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

覚
え
よ
う
と
す
る
意
識
に
欠
け
同
じ
間
違
い
を
繰
り
返
す
、

丁
寧
に
取
り
組
ま
ず
、
字
が
き
た
な
い
、
雑
は
、
や
り
直

し
を
さ
せ
ま
す
。
数
学
も
同
じ
で
す
。

春
休
み
に
顔
を
出
し
た
粟
野
く
ん
（
湖
陵
卒
）
は
丸
付

け
を
し
て
く
れ
な
が
ら
、
予
備
校
で
は
勉
強
の
出
来
る
人

は
み
ん
な
字
が
綺
麗
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。（
彼
も
字

は
か
な
り
き
れ
い
で
し
た
）
丁
寧
な
取
り
組
み
は
、
勉
強

で
も
部
活
で
も
結
果
を
出
す
の
に
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
時
間
を
守
る
、
忘
れ
物
を
し
な
い
、
元
気
に
挨

拶
す
る
。
で
き
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
ま
ず
は
こ

こ
か
ら
で
す
。

  　   1，2 年生　道コン 4/2                     3 年生　道コン 4/3                                   高 専 生　     　　　　
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総
授
業
時
間
は
２
７
８
時
間
増
え
、
教
科
書
の
ペ
ー
ジ
数
も

約
４
割
増
え
た
。　
　
　
　
　
　

産
経
新
聞　

２
月
15
日
付

　

学
力
格
差
が
「
変
わ
ら
な
い
」
が
54
％
と
あ
り
、
半
分
以

上
が
「
変
わ
ら
な
い
」
と
答
え
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
れ
ま

で
変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
だ
が
、
こ
れ
ま
で
も

厳
然
と
し
て
大
き
な
学
力
差
が
あ
る
。
だ
か
ら
、「
大
き
く

な
っ
た
」
の
40
％
と
加
え
る
と
、
こ
れ
は
と
ん
で
も
な
く
大

き
な
数
字
だ
。

右
は
小
学
生
に
関
す
る
記
事
だ
が
、
こ
の
４
月
か
ら
驚
く

ほ
ど
学
習
量
が
増
え
、
難
度
が
上
が
っ
た
中
学
生
は
ど
う
な

る
の
だ
ろ
う
か
。
改
め
て
新
教
科
書
を
見
る
と
、
産
経
新
聞

の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
、
学
力
格
差
が
さ
ら
に
開
き
、
学
習

意
欲
が
下
が
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

釧
路
市
内
の
小
中
学
校
で
は
、
今
年
度
に
入
っ
て

も
、
一
、二
時
間
の
授
業
参
観
の
振
り
替
え
の
休
み
を
取
っ

た
り
、
家
庭
訪
問
で
午
前
授
業
が
一
週
間
。
何
も
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
い
く
ら
学
力
を
上
げ
よ
う
と
叫
ん
で
も
、
学
校

が
本
気
で
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
、
生
徒
の
意
識
は
変
わ
り
ま

せ
ん
。

今
年
卒
業
し
た
生
徒
の
内
7
名
が
、
続
け
て
塾
に
来
て
い

ま
す
。
高
校
入
試
が
終
わ
る
と
全
て
が
終
わ
っ
た
か
の
よ
う

に
楽
を
し
て
し
ま
う
市
内
の
生
徒
が
多
い
中
で
、
高
校
に
入

学
し
て
も
勉
強
す
る
生
徒
と
の
差
は
学
力
以
上
に
、
意
識
の

差
と
な
っ
て
現
れ
ま
す
。

も
う
一
つ
、
ス
テ
ッ
プ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
今
年
度
か
ら
特

に
数
・
理
・
英
に
力
を
入
れ
ま
す
。
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
新
指
導
要
領
で
数
・
理
・
英
が
強
化
さ
れ
た
こ
と
、

も
う
一
つ
は
、
将
来
の
就
職
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
れ
か

ら
は
理
系
の
方
が
就
職
に
優
位
で
す
。
具
体
的
に
は
工
学
系

や
医
療
系
に
進
む
こ
と
で
す
。
従
っ
て
そ
の
ハ
ー
ド
ル
を
越

え
る
た
め
の
学
力
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
『
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
』

   

驚
い
た
！
釧
路
の
冬
は
長
い
。
私
の
中
で
は
11
月
か
ら
ず

っ
と
冬
だ
。「
凍
て
つ
く
寒
さ
」
の
「
凍
て
つ
く
」
を
身
を

も
っ
て
体
験
し
た
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
冬
の
間
に
3
回
は
寒

さ
で
耳
が
と
れ
た
？
（
と
思
う
。）

　

3
月
に
な
っ
て
も
4
月
に
な
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
本
格
的

な
春
は
来
な
い
が
、
ま
り
も
国
道
で
頻
繁
に
シ
カ
や
タ
ン
チ

ョ
ウ
に
遭
遇
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
春
が

近
づ
い
て
い
る
に
違
い
な
い
。

　

初
め
て
の
氷
点
下
の
長
い
、
長
い
冬
を
乗
り
切
れ
た
理
由

は
」
冬
な
の
に
抜
け
る
よ
う
な
青
い
空
が
広
が
る
釧
路
の
気

候
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
お
か
げ
で
気
絶
し
そ
う
に
寒

く
て
も
、
元
気
な
気
持
ち
で
い
ら
れ
た
。

　

人
に
も
青
い
空
の
よ
う
に
、
そ
の
場
を
瞬
く
間
に
元
気
に

す
る
人
が
い
る
。
存
在
だ
け
で
、
そ
の
場
が
明
る
く
周
囲
に

笑
い
が
絶
え
な
い
人
。
仕
事
の
出
来
、
不
出
来
の
話
で
は
な

く
、
職
場
で
も
家
庭
で
も
、
と
て
も
大
切
な
『
ム
ー
ド
メ
ー

カ
ー
』
と
な
る
人
だ
。

　

よ
く
観
察
し
て
い
る
と
、「
あ
り
が
と
う
の
声
が
大
き
い
」

「
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
大
き
い
」「
適
度
に
は
し
ゃ
ぐ
」「
話
か

け
や
す
く
、
よ
く
話
し
か
け
る
」「
人
の
こ
と
を
と
や
か
く

言
わ
な
い
」「
他
愛
も
な
い
こ
と
で
よ
く
笑
う
」「
自
分
の
失

敗
を
笑
い
に
で
き
る
」
と
い
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　

さ
ら
に
、
よ
く
観
察
し
て
い
る
と
、「
話
し
相
手
の
目
を

見
て
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を
し
っ
か
り
取
っ
て
い
る
」「
相
手

の
話
に
よ
く
う
な
ず
い
て
い
る
」「
相
手
の
話
に
頻
繁
に
相

づ
ち
を
う
っ
て
い
る
」「
決
し
て
相
手
の
話
を
遮
ら
な
い
」「
否

定
的
な
言
葉
は
使
わ
な
い
」「
相
手
の
語
の
内
容
に
よ
っ
て
、

よ
く
顔
の
表
情
が
変
化
す
る
」

　
「
目
」
と
「
耳
」
と
「
心
」
で
き
く
か
ら
「
聴
く
」
と
書
く
。

つ
ま
り
、
と
て
も
よ
く
人
の
話
を
聴
け
る
人
な
の
だ
。
ム
ー

ド
メ
ー
カ
ー
と
言
わ
れ
る
人
は
、
よ
く
「
持
っ
て
生
ま
れ
た

能
力
だ
と
評
価
さ
れ
が
ち
だ
け
ど
、
多
分
そ
う
で
は
な
い
。

　

目
配
り
、
気
配
り
、
心
配
り
の
で
き
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ

ー
あ
ふ
れ
る
人
な
の
だ
。
感
謝
し
て
見
習
お
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

釧
路
空
港
ビ
ル
取
締
役　

近
藤
祥
子

　

釧
路
新
聞
4
月
29
日　

巷
論
よ
り

第１回漢字検定は 7月１３日（金）
に実施します。



　　 教  育  最  新  情  報　  つむぎＮＥＷＳ 4月 16 日より

**********************************************************

１）厳しい先生はイヤ？―「高み」目指す姿勢学べる（挑む）
　春期講習が終わったと思ったら、もう新年度の授業が始まった。この時期は、新しく
塾に入りたいという問い合わせが一番多い時期でもある。
　「この授業を担当する先生はどんな方ですか？」。最近、保護者から、こんな問い合わ
せが目立つ。同じ名前の授業が複数の教室で異なる曜日に開講されるので、どの講師を
選べばよいか、気になるのは当然だろう。
　ただ、話を聞いてみると、保護者の関心事の多くは「その講師は厳しいのか厳しくな
いのか？」にある。「うちの子は、厳しい先生だと萎縮してしまうので……」
　正直言って、高校生なのだから、自分で授業に出てみて自分で決めればよいと思う。
そのために体験授業という制度もあるのに、親が出てきて、「厳しい先生はいやだ」と
なってしまう。
　確かに、講師ごとの受講者数をみると、厳しい講師の受講者数は減る傾向にある。そん
な講師の授業は、きちんと予習をして臨まないと、ついていけないし、しっかり予習して
くるように注意される。それがいやだから、フレンドリーで、ある意味「ゆるい」講師へ
と流れていってしまう。
　でも、厳しい講師は、何も好きこのんで厳しくしているわけではない。難関と呼ばれる
大学を目指すのであれば、受験生に要求される水準もおのずと高くなる。その「高み」を
目指すのであれば、普段の学習姿勢をきちんと身につけてもらいたいと考えているから
厳しく言うのだ。
　予習をして、分からない単語は辞書で調べ。ろ覚えの公式はきちんと確認しておく。
その上で授業に臨み、緊張感の中で学ぶことによってのみ、得られることがあるのだ。
　生徒たちに合格してもらいたいからこその厳しさなのである。だからこそ、本気で立ち
向かい努力する生徒にはとことん付き合い、できるようになればきちんと評価をする。
　卒業してから、生徒たちが訪ねてくるのは、「ゆるい先生」ではなく、「厳しい先生」
の方なのである。

２）入学後も気配りを（親和力）4月 14 日
　第１志望校に合格した子も、残念ながら「滑り止め」として受験した学校に通うことに
なった子も、それぞれの思いを胸に入学式を迎えたことだろう。残念なのは、滑り止め校
に子が通うことになった家庭で、近所の視線を気にして離れた町に引っ越したり、子ども
と一緒に歩いている親がかばんの学校名を隠そうとしたりする例があることだ。
　親にとって本音は不本意に違いない。しかし、気持ちの切り替えが大切だ。惜しいとこ
ろで上位志望校に不合格だったとすれば、滑り止め校ではトップクラスの学力を持って
いるはず。学力がすべてではないが、現実に成績が学年の上位３分の１に入っている子は
自己肯定感が強く、自信を持って行動する傾向が強いという調査結果もある。
　これは学校のレベルとは関係ない。進学校に入学しても、その中で下位の成績の子は自
信を失い、気持ちが不安定になることが多い。受験が終わると子どもの学力への関心は薄
れがちだが、入学後も子どもの学習環境に気を配ってほしい。まずは最初の定期試験に向
けて、２～３週間前から準備を始めるように促すことだろう。新しい学校生活をスムーズ
に始めるために、親の上手なフォローは欠かせない。 

３）学力テスト２年ぶり実施、１７８万人、理科は初試験。
　小学６年と中学３年が対象の文部科学省の「全国学力・学習状況調査」（全国学力テ

スト）が１７日、始まった。昨年４月に予定していた前回は東日本大震災の影響で事実
上中止となり２年ぶりの実施。国語と算数・数学のほか、初めて小中ともに理科が加わ
り、３教科になった。
　政権交代で２０１０年度以降、一部の学校を選ぶ抽出方式になり、今回の抽出率は
３０. ５％。国の成績集計の対象外だが、希望して参加する学校も多く、国公私立全体
で８１. ２％に当たる２万５８６８校の約１７８万８千人が参加。１０年度より７. ７ポ
イント上昇し、参加意欲の高さを示した。
　平野博文文科相は記者会見で「理科の学習意欲が低いとされており、調査を通じて理
科離れの実態をみていきたい」と教科増の理由を語った。
　抽出外の学校のうち、参加を希望したのは７３. ０％（１万６１５９校）。公立は過去
に好成績だった秋田や福井など２１県が全校参加となった。
　抽出率の内訳は、小学校２４. ８％、中学校４１. ５％。公立の小中を合わせた都道府
県別の抽出率はトップの高知が５７. ９％に対し、最も低い愛知は１４. ６％。国立全体
の参加率は８７. ５％、私立は２４. ７％。
   国語と算数・数学の２教科は基礎的知識を問うＡ問題と知識の活用力をみるＢ問題に
分けて出題し、理科はＡとＢの内容を合わせて実施。子どもたちに生活習慣も聞き、学
校側に授業の取り組みを尋ねる。結果は夏をめどに公表する。

高 専 生 の 心 構 え に つ い て

*******************************************************

～日常編～
釧路高専の通学生の場合、一番大変なのは、学校への行き帰りです。

・バスや汽車の時間をしっかり把握して、登校時間に遅れない。
　高専では最近遅刻のチェックに力を入れており、２回遅刻すると授業に欠課がつ
いてしまいます。バス、汽車の時間は帰りのも含めてしっかりチェックしておきま
しょう。
・忘れ物はしない。
　寮生の場合は忘れ物を取りに帰ることが可能ですが、通学生の場合はほぼ不可能
です。高専の授業では関数電卓や辞書、専門教科だと製図道具等を使うことが多い
のですが、これらを忘れてしまうと授業１回分何もできずに終わってしまうので注
意しましょう。
・友達や先輩との関係を大切に。
　部活などで先輩と仲良くなっておくと、たくさんのメリットがあります。学校の
ことや学科のこと、先生のことなどいろいろ知っています。また、過去問（先輩の
その年のテスト問題）をもらうこともできます。これは、テストのときに非常に参
考になります。
　～勉強編～
高専のテストは 59 点以下が赤点ということで大変だと思うかもしれませんが、そ
んなことはありません。以下を参考にしっかり勉強しましょう。また、仮に赤点を
取ってしまっても次のテストで挽回できるので、赤点を取ってしまったテストは完
全に理解できるように復習しましょう。
1 年生　テストは、1週間前からしっかり勉強しておけば 80 ～ 90 点くらいはどの
教科取れるはずです。また、高専の夏休みは 1ヶ月くらいあるので、この期間中な
にも勉強しないと、夏休み前の勉強をほとんど忘れてしまいます。3日に 1回くら
い 1時間程度授業の復習をしておけば、夏休みになにもしなかった人とかなり差が
できます。高専生活の中での自分の勉強方法というのは 5年生まであまり変えるこ
とができないので、自分にあった勉強方法を見つけておきましょう。
・とにかく授業はしっかり聞く。
　高校最初の勉強は新しいことだらけです。授業時間は長いですが、授業をよく聞
き、予習よりもその日の授業をしっかり復習しておけば 1年間困ることはないはず
です。
・物理をしっかり理解しておく。
　1年生で習う物理という教科は、これから専門教科をやっていく中での基礎中の
基礎の知識となります。この教科はしっかり理解しておきましょう。
2 年生　学科が決まり専門教科が少しずつ授業に組み込まれていきます。わからな
いところをその日のうちに潰していければ、2年生もテストの 1週間前からやれば、
しっかり点は取れるはずです。また、提出物などが出てくるので期限はきっちり守
るようにしましょう。
・専門教科でわからないことがあったら、先生に質問しに行く。
　各教科の担当の先生は、主に自分の教員室 ( 主に 3 階 ) にいます。昼休みや放課
後など予定のないときに訪ねれば気軽に答えてくれます。
・専門教科をしっかり理解しておく。
　これから 5年生まで続く専門教科の中の基礎になります。ここでつまずいてしま
うと、あとから苦労することになるので復習したり、理解している友達に聞いたり
先生に聞いたりして理解しておきましょう。

3 年生　ここからは少し勉強が大変になっていきます。また学校にも慣れて、自動

車の免許を取得する人もでてきて行動範囲が広がったりすると、だんだん勉強をサ
ボりがちになる人が多くなる年でもあります。テストも一般、専門教科が増えたり
するので、テスト勉強もしっかり計画を立てて行いましょう。
　3年生からは 1、2 年でやってきたことが基礎になるので、1、2 年で自分がどれ
だけ頑張ったかによって差がでます。自分のやり方でしっかり勉強しましょう。ま
た、3年生の数学でつまずく人が多くなります。3年生の数学は、4年の専門教科や、
応用数学をやるにあたってかなり重要になります。
4 年生　実験、提出物、応用などが多くなります。ここからの 2年は自分次第です！

この文章は、高専５年生の冨樫君（富原中卒）が今年高専に入学した人のため
に書いてくれたものです。高専生だけでなく、中学生にも当てはまることがありま
す。先輩の言うことですから本当に参考になると思います。


